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さて、今回のドンデ｝ン村訪問は、 19 8 1年と 19 8 3年の通算 10カ月







1 9 6 5年が 132戸、 1 9 8 1年12月末が 17 6戸、 1983年10月末で
183戸、今回の調！では212戸であるから、ここ4年間の急増が目だつ。と
（＼＼も！







































1965年は村の総世帯数の34. 1%(19事例、 45世帯〉、 19 8 1 
年は33. 5% (30事例、 59世帯〉が、親と子の世帯を中心とする共同耕炉
関係にあった。しかしながら、今回の調査では、このような関係は 16. 5・%i'
( 1 7事例、 35世帯〉に激減している。また 19 8 1年に見られた世帯問共同
30事例のうち、共同関係が継続していたのは9事例で、いずれも農地は未分存
であ石。残りの21事例は分与が済まされ、共同関係も消滅していた。 ！ 
確かに総世帯数に占める共同関係世帯の比率は、激減した．農地分割が行わ
れたか否かがその重要な理由であるらしきことは、 198l年の30事例の動何
』ユ可『
からもうかがえる。しかしながら、この動向だけを見て、近親〈とりわけ親と子〉
世帯聞での共同関係が消滅の一途を辿っているとみるのは早計である。現時点で
の共同 17事例は、いずれも収穫米を親の米倉に保管し、農作業に関与した親と
子の世帯が共同で消費しており、以前にみられた共同関係の典型となんら変わる
ところがないからである．
農外就労機会の増大をはじめとするド’ラスティックな社会変化に、この種の共
同関係がどのような対応を示しているかについては、収集した資料の詳細な分析
に基づいて、別の機会に報告したい．社会変化をどのレベルで捉えて論ずるか。
この点を充分に吟味しながら、資料の分析にかかる必要があろう。
(1988.3.8 記〉
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